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谷本 恭一
◆代表者・所在地
谷本 恭一 和歌山県田辺市

◆経営規模
温州みかん ４ha、うめ 0.7ha

◆従業員数
常時雇用１名、パート・アルバイト５名

◆事業内容
果樹の生産に取り組む。

規模拡大を見据えた経営の法人化

相談者は平成11年に就農し、現在は果樹（温州みか

ん、うめ）の生産に取り組んでいる。

近年、周辺農地を借り受ける機会が増えてきたことから、

経営規模の拡大を見据え、法人化することを考えるように

なった。

こうした中、日常的に付き合いのある普及指導員からの

紹介を受け、農業経営・就農サポートセンターに相談した。

■支援チームによる支援計画の策定
わかやま農業経営・就農サポートセンターの専属スタッフ

による経営診断の結果報告を受けて、経営戦略会議を開

催した。規模拡大に伴って作業場や倉庫が手狭になりその

整備や購入等の大きな出費が想定されること、借受農地

を改植する場合には年数・期間を十分検討し権利設定を

行うこと等の意見が上がった。

この意見を受けて、法人化に関する指導・助言を行うた

めの支援チームを編成し、支援方針等を作成するとともに、

重点支援対象者として支援を行うことにした。

支援チーム構成員：

税理士、普及指導員、農業経営・就農サポートセンター専

属スタッフ

数年以内に経営の法人化を考えており、合同会社・株

式会社など法人形態の選択、法人化のメリット・デメリット、

最適な法人設立の進め方について教えてほしい。

また、現時点での収支に基づく法人化のシミュレーション

や、法人化のタイミング等などについてもアドバイスがほしい。

■専門家派遣を通じた助言の実施
支援計画に基づき、わかやま農業経営・就農サポートセ

ンターが中心となり、普及指導員による相談者との意見交

換、疑問点・課題の整理を実施し、その後、税理士の派

遣を行い、法人化に関する情報提供、メリット・デメリット

の説明、法人化シミュレーション等の指導・助言を行った。

・法人化に関する指導・助言
（税理士）
法人化に関する事務手続きやその負担について説明す

るとともに、税務関係、社会保険制度等における個人経

営と法人経営との金銭的な違いについて指導・助言を行っ

た。

また、直近の確定申告書に基づく法人化のシミュレーショ

ンを行い、法人化のタイミングについて助言を行った。

専門家（税理士）による指導・助言の様子

法人化

経営概要

相談内容２現状と相談までの経緯１

支援内容3

うめ園地で作業をする谷本氏



農業者の経営発展や経営継承等を支援する農業経営相談所と、新規就農相談センターの機能を併せ持つ総合相談

窓口です。関係機関・団体と連携を図りながら、様々な支援を行っています。

和歌山県庁外観

組織概要

■相談窓口
【経営相談】
住 所：和歌山県和歌山市小松原通１丁目１番地

和歌山県庁 東別館４階 経営支援課
電話番号：０７３－４４１－２９３２
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：９：00～12：00 13：00～17：00

【就農相談】
住 所：和歌山県和歌山市茶屋ノ丁２丁目１番

和歌山県自治会館６階 和歌山県農業会議
電話番号：０７３－４３２－６１１４
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：９：00～12：00 13：00～17：00

■支援を受けて・・・
税理士との意見交換や指導・助言を受けて、自身の経

営にあった法人の形態や事務手続き、それを進めるタイミ

ング等に関する理解が深まり、これから取り組むべきことが

明確化された。

喜びの声

法人化することを漠然と考えていましたが、税理士の先生

との対面による意見交換や指導・助言を通して、具体的な

話ができました。

指導いただいたことをもとに、一歩ずつ進めていきたいと思

います。

相談者は、地域の周辺農地の借り受けと、それに伴った

経営規模拡大により、法人化を検討されるようになりました。

今後、地域の離農地を幅広く引き受けるようになると、労

働力が不足する事態が起こりうるかと思いますので、法人

化と規模拡大に併せて対応を進めておく必要があります。

支援を通じて、ご自身の目指す農業経営体の姿を明確

にイメージできるようになったかと思いますので、今後の活躍

を期待しています。

専属スタッフ所感

■今後の展開
専門家からの指導・助言を受けて、将来的な経営規模

をイメージし、法人の設立に向けた準備やその体制作りを

進めていく。

また、今後も専門家からの指導を受けながら、法人として

必要な規則等の整備を進めて各従業員が働きやすい組

織を作っていくとともに、地域の中心経営体になっていくこ

とを目指す。

＜支援機関＞わかやま農業経営・就農サポートセンター

支援を受けた後の経営状況４

谷本氏のみかん園地
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